
　

こ
の
た
び
の
叙
勲
は
地
域
の
皆

様
や
郵
便
局
の
先
輩
、
仲
間
の
ご

支
援
と
家
族
の
支
え
の
賜
物
と
深

く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

地
域
の
皆
様
の
お
役
に
立
つ
、

あ
な
た
の
町
の
郵
便
局
を
モ
ッ

ト
ー
に
47
年
間
勤
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。
郵
便
局
の
組
織
の
変
革

が
あ
り
ま
し
た
が
、
郵
便
局
サ
ー

ビ
ス
は
普
遍
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。

【
瑞
宝
単
光
章
】

　
　

西に
し
お
か岡　

香か
つ
ら連 

さ
ん
（
岩
倉
）

水
位
観
測
業
務
功
労

　

思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
受
賞

で
、
お
ど
ろ
き
な
が
ら
も
大
変
光

栄
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　

30
年
以
上
に
わ
た
り
観
測
員
と

し
て
勤
務
し
て
き
ま
し
た
が
、
今

回
の
賞
は
と
も
に
働
い
た
皆
さ
ん

の
代
表
と
し
て
い
た
だ
い
た
重
み

の
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
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【
瑞
宝
双
光
章
】

　
　

稲い
な
も
り森　

義よ
し
あ
き明 

さ
ん
（
東
条
）

教
育
功
労

　

昭
和
32
年
よ
り
２
つ
の
高
等
学

校
で
教
鞭
を
取
り
、
三
重
県
教
育

委
員
会
を
経
た
の
ち
、
高
等
学
校

長
と
し
て
、
教
育
環
境
の
整
備
に

尽
力
し
て
き
ま
し
た
。

　

皆
様
の
ご
協
力
、
ご
援
助
を
い

た
だ
い
て
38
年
間
勤
め
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
を
、
周
囲
の
方
々
に

深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

【
瑞
宝
双
光
章
】

　
　

小こ
ば
や
し林　

國く
に
み
つ光 

さ
ん
（
農
人
町
）

郵
政
事
業
功
労

　

 
 

叙
勲

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

長
年
に
わ
た
り
国
家
ま
た
は
公
共
に
対
し
功

労
の
あ
る
人
、
社
会
の
各
分
野
に
お
け
る
優
れ

た
行
い
の
あ
る
人
な
ど
に
授
与
さ
れ
る
「
春
の

叙
勲
」
に
市
内
か
ら
３
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

【
納　
期
】

　

普
通
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収

す
る
場
合
の
納
期
は
年
4
回
で
、
6

月
、
8
月
、
10
月
、
1
月
の
各
月
末

が
納
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
場
合
は
翌
日

※
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
の
対

　
象
と
な
る
人
へ

　

4
月
1
日
現
在
、
65
歳
以
上
の
人

で
年
金
所
得
に
係
る
市
・
県
民
税
の

納
税
義
務
が
あ
る
人
は
、
公
的
年
金

か
ら
の
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て

徴
収
し
ま
す
。
納
期
お
よ
び
徴
収
税

額
は
、
下
の
表
の
と
お
り
で
す
。（
公

的
年
金
以
外
の
所
得
に
係
る
市
・
県

民
税
額
は
普
通
徴
収
ま
た
は
給
与
か

ら
の
特
別
徴
収
と
な
り
ま
す
。）

※
た
だ
し
、
介
護
保
険
料
が
年
金
か

　

ら
引
き
落
と
し
さ
れ
て
い
な
い
人

　

や
引
き
落
と
し
さ
れ
る
市
・
県
民

　

税
額
が
老
齢
基
礎
年
金
な
ど
の
額

　
を
超
え
る
人
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

■
給
与
か
ら
の
特
別
徴
収
の
方
法
に

よ
っ
て
徴
収
す
る
税
額
に
つ
い
て
は
、

「
給
与
所
得
に
係
る
市
民
税
・
県
民
税

特
別
徴
収
税
額
の
決
定
通
知
書
」
を

事
業
所
へ
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】　
課
税
課

　

☎
22
・
９
６
１
３

　
℻  
22
・
９
６
１
８

年金から引き落とし（特別徴収）
2月

10,000 円
今年度の年税額の残り 3分の 1

12月
10,000 円

10月
10,000 円

8月
10,000 円

前年度の 2月と同じ額

6月
10,000 円

4月
10,000 円

徴収月
税　額
徴収税額

市・県民税の納税通知書を郵送します平成
22年度

年金から引き落とし（特別徴収）
2月

10,000 円
6分の 1

12月
10,000 円
6分の 1

10月
10,000 円
6分の 1

納付書で納める（普通徴収）
8月

15,000 円
4分の 1

6月
15,000 円
4分の 1

徴収月
税　額
徴収税額

●今年度において特別徴収を開始する人

●前年も特別徴収していた人

　平成 22年度の市 ･県民税納税通知書を 6月 14日（月）に郵送します。今年度から金融機関のほか、
コンビニエンスストアでも納付できるようになりましたのでご利用ください。

＜市・県民税の年税額が 6万円（年金所得のみ）の場合＞
コンビニ



3 広報いが市
2010. 6. 1

■
一
般
の
部
・
テ
ー
マ
の
部

【
投
句
要
項
】

一
般
の
部
：
季
節
は
問
い
ま
せ
ん
。

テ
ー
マ
の
部
：「
山
」
に
ま
つ
わ

る
句

①
郵
便
は
が
き
、
ま
た
は
同
型
、

　

同
様
の
厚
み
の
用
紙
を
使
用
。

②
は
が
き
１
枚
に
作
品
２
句
お
よ

　

び
希
望
選
者
名
を
記
入
。
各
部

　

門
５
枚
（
10
句
）
ま
で
応
募
で

　

き
ま
す
。
選
者
名
が
記
入
さ
れ

　

て
い
な
い
場
合
は
選
考
で
き
ま

　

せ
ん
。

③
表
面
に
、
住
所
（
都
道
府
県
名

　

か
ら
番
地
ま
で
）、
氏
名
（
ふ

　

り
が
な
）、
俳
号
（
お
持
ち
の

　

人
）、
電
話
番
号
を
記
入
。

【
選　
者
】　
（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）

○
一
般
の
部
：
有
馬
朗
人
、
稲
畑

汀
子
、
茨
木
和
生
、
宇
多
喜
代
子
、

岡
崎
光
魚
、
鍵
和
田
秞
子
、
金
子

兜
太
、
倉
田
紘
文
、
塩
田
薮
柑
子
、

西
村
和
子
、
長
谷
川
櫂
、
星
野
椿
、

皆
川
盤
水
、
宮
田
正
和

○
テ
ー
マ
の
部
：
片
山
由
美
子

【
締
切
日
】　
７
月
31
日
㈯　

必
着

【
投
句
先
】　　

  

　

〒
５
１
８
・
８
７
７
０

　

伊
賀
市
上
野
丸
之
内
117
の
13　

　

芭
蕉
翁
記
念
館
内

　
「
芭
蕉
翁
献
詠
俳
句
」
係

■
英
語
俳
句
の
部

【
投
句
要
項
】　

　

季
節
は
問
い
ま
せ
ん
。

①
郵
便
は
が
き
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

　

で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
１
人

　

10
句
ま
で
応
募
で
き
ま
す
。

②
郵
便
は
が
き
の
場
合
、
表
面
に
、

　

住
所
（
都
道
府
県
名
か
ら
番
地

　

ま
で
）、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

　

俳
号
（
お
持
ち
の
人
）、
電
話

　

番
号
、
裏
に
作
品
２
句
を
記
入
。

③
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
、
住
所
（
国

　

名
か
ら
番
地
ま
で
）、
氏
名
（
ふ

　

り
が
な
）、
俳
号
（
お
持
ち
の

　

人
）、
電
話
番
号
と
作
品
２
句

　

を
記
入
。

【
選　
者
】　
（
敬
称
略
）
加
藤
耕
子

【
締
切
日
】　
７
月
31
日
㈯　

必
着

【
締
切
日
】　
９
月
７
日
㈫　

必
着

【
投
句
先
】　

　

〒
５
１
８
・
８
７
７
０

　

伊
賀
市
上
野
丸
之
内
117
の
13　

　

芭
蕉
翁
記
念
館
内

　
「
芭
蕉
翁
献
詠
俳
句
児
童
生
徒
」
係

【
投
句
要
項
】

①
作
品
形
式
「
半
歌
仙
」
芭
蕉
翁

　

発
句
脇
起

②
未
発
表
作
品
で
、
独
吟
は
不
可
。

　
１
連
衆
３
巻
ま
で
応
募
で
き
ま
す
。

③
応
募
は
所
定
の
用
紙
（
コ
ピ
ー

　

可
）
で
、
必
要
事
項
を
記
入
。

【
締
切
日
】　
７
月
31
日
㈯　

必
着

【
選　
者
】　
（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）

　

臼
杵
游
児
、
近
藤
蕉
肝
、
品
川

鈴
子
、
松
尾
博
雄

【
投
句
先
】　　
　

　

〒
５
１
８
・
８
７
７
０

　

伊
賀
市
上
野
丸
之
内
117
の
13　

　

芭
蕉
翁
記
念
館
内

　
「
芭
蕉
翁
献
詠
連
句
」
係

※
全
部
門
と
も
投
句
料
は
無
料
。

※
作
品
は
未
発
表
の
自
作
に
限
り

　

ま
す
。
類
句
、
類
想
句
、
二
重

　

投
句
（
結
社
誌
含
む
）
等
に
つ

　

い
て
は
取
り
消
し
、
ほ
か
の
俳

　

句
大
会
へ
応
募
さ
れ
た
作
品
は
、

　

選
考
の
対
象
外
と
し
ま
す
。

※
応
募
作
品
の
著
作
権
お
よ
び
こ

　

れ
か
ら
発
生
す
る
す
べ
て
の
権

　

利
は
主
催
者
に
帰
属
す
る
も
の

【
投
句
先
】　

　

〒
５
１
８
・
８
７
７
０

　

伊
賀
市
上
野
丸
之
内
117
の
13　

　

芭
蕉
翁
記
念
館
内
「
芭
蕉
翁
献

　

詠
俳
句　

英
語
俳
句
」
係

　
　

basho-bp@
ict.ne.jp

■
児
童
生
徒
の
部

【
投
句
要
項
】　
季
節
は
問
い
ま
せ

ん
。
題
は
自
由
で
す
。

①
郵
便
は
が
き
、
ま
た
は
同
型
、

　

同
様
の
厚
み
の
用
紙
を
使
用
。

②
は
が
き
１
枚
に
、
作
品
２
句
を

　

記
入
。
１
人
２
枚
（
４
句
）
ま

　

で
応
募
で
き
ま
す
。

③
表
面
に
、
学
校
（
園
）
名
、
学

　

校
（
園
）
の
住
所
お
よ
び
電
話

　

番
号
、
学
年
、
ク
ラ
ス
名
、
氏

　

名
（
ふ
り
が
な
）
を
記
入
。

「
芭
蕉
翁
献
詠
俳
句
・
芭
蕉
翁
献
詠
連
句
・

芭
蕉
翁
献
詠
絵
手
紙
」
を
募
集
し
ま
す　

　
芭
蕉
翁
の
遺
徳
を
偲
び
、
献
詠
俳
句
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。
表
彰
は
、
10
月
12
日
、

芭
蕉
祭
式
典
（
上
野
公
園
内
俳
聖
殿
前
広
場
）
で
行
い
ま
す
。
多
数
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

と
し
ま
す
。
特
・
入
選
句
お
よ

　

び
句
集
掲
載
句
に
つ
い
て
は
、

　

作
者
名
、
住
所
（
都
道
府
県
・

　

市
区
町
村
名
の
み
）、
児
童
生

　

徒
の
部
は
学
校
（
園
）
名
（
学
校

　

住
所
地
含
む
）
を
公
開
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】　

　

㈶
芭
蕉
翁
顕
彰
会

　

☎
21
・
２
２
１
９

　

芭
蕉
さ
ん
に
宛
て
た
絵
手
紙
を

募
集
し
ま
す
。
あ
な
た
の
想
い
を

芭
蕉
さ
ん
へ
の
絵
手
紙
に
託
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

【
作
品
規
定
】

①
15　
×
10　
（
郵
便
は
が
き
大
）
の

　

用
紙
を
使
用
。
画
材・彩
色
は
自
由
。

②
未
発
表
の
自
作
で
、
１
人
５
点

　

ま
で
応
募
で
き
ま
す
。

※
応
募
資
格
は
問
い
ま
せ
ん
。

③
裏
面
に
住
所
、氏
名
、年
齢
（
学

　

校
名
、
学
年
）、
電
話
番
号
、　

作

　

品
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
を
記
入

　

し
て
く
だ
さ
い
。

【
締
切
日
】　
９
月
５
日
㈰　

必
着

【
審
査
・
表
彰
】　
特
選
・
入
選
作

品
を
決
定
し
、
特
選
者
は
芭
蕉
祭

式
典
で
表
彰
し
ま
す
。

【
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　

〒
５
１
８
・
８
７
７
０

　

伊
賀
市
上
野
丸
之
内
117
の
13

　
芭
蕉
翁
記
念
館

　

☎
21
・
２
２
１
９

芭
蕉
翁
献
詠
俳
句

選
者
名

　
　

作
品　

○
○
○
○
○

　
　

作
品　

○
○
○
○
○

　　作　　品

　　作　　品

国名
住所
氏名（ふりがな）
俳号（お持ちの方）
電話番号

メール はがき裏

作　　品

作　　品

芭
蕉
翁
献
詠
連
句

芭
蕉
翁
献
詠
絵
手
紙

cm

cm


